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は
２
０
０
５
年
度
に
２
０
１
万
人
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
う
ち
い
わ
ゆ
る

外
国
人
労
働
者
は
、
約
90
万
人
と
推
測

さ
れ
て
い
ま
す
。
外
国
人
労
働
者
は
、

大
き
く
５
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
類
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
う
ち
後
述
す
る

「
外
国
人
研
修
生
・
技
能
実
習
生
」
以

外
の
４
つ
は
次
の
よ
う
な
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。

①
専
門
的
・
技
術
的
労
働
者

ま
ず
第
一
は
、
専
門
的
・
技
術
的
分

野
で
働
く
労
働
者
で
、
投
資
・
経
営
、

法
律
・
会
計
事
務
、
研
究
、
技
術
、
人

文
知
識
・
国
際
業
務
、
企
業
内
転
勤
、

技
能
な
ど
14
の
在
留
資
格
に
つ
い
て
、

「
世
界
で
通
用
す
る
専
門
知
識
、
技
術

等
を
有
し
、
異
な
る
教
育
、
文
化
等
を

背
景
と
し
た
発
想
が
期
待
で
き
る
」
と

い
う
こ
と
で
入
国
・
就
労
が
認
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
「
技
術
」
は
、

「
機
械
工
学
等
の
技
術
者
」、「
技
能
」

は
「
外
国
料
理
の
調
理
師
、
ス
ポ
ー
ツ

指
導
者
、
航
空
機
等
の
操
縦
者
、
貴
金

属
等
の
加
工
職
人
」
が
例
示
さ
れ
て
お

り
、
一
般
的
な
技
術
・
技
能
者
の
イ
メ

ー
ジ
よ
り
も
か
な
り
狭
い
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。

専
門
的
・
技
術
的
分
野
で
働
く
労
働

者
は
、
２
０
０
５
年
度
で
約
18
万
人
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、「
研
究
」「
技
術
」

の
よ
う
な
、
わ
が
国
産
業
の
競
争
力
強

化
に
直
接
寄
与
す
る
人
材
は
、
新
規
入

国
者
が
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

②
日
系
人

予
想
を
超
え
る
超
少
子
高
齢
化
の
進

展
を
背
景
に
、
２
０
０
２
年
以
降
の
景

気
回
復
と
も
相
ま
っ
て
、
労
働
力
不
足

感
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
、

も
の
づ
く
り
産
業
の
製
造
現
場
な
ど
で

は
、
技
術
・
技
能
者
の
高
齢
化
、
こ
の

10
年
以
上
に
わ
た
っ
て
正
社
員
の
削
減

が
行
わ
れ
て
き
た
こ
と
、
な
ど
と
い
っ

た
事
情
も
あ
り
、
景
気
の
如
何
を
問
わ

ず
慢
性
的
な
労
働
力
不
足
の
状
況
が
生

じ
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
な
か
で
、
現
在
は
就
労
が

制
限
さ
れ
て
い
る
製
造
現
場
な
ど
に
つ

い
て
も
、
外
国
人
労
働
者
の
受
け
入
れ

を
拡
大
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
見
ら
れ

ま
す
。

金
属
労
協
は
こ
う
し
た
状
況
の
な
か

で
、
外
国
人
労
働
者
を
活
用
し
て
い
る

職
場
に
お
い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施

し
、
実
態
把
握
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

現
在
の
受
け
入
れ
体
制
・
受
け
入
れ
実

態
の
問
題
点
を
整
理
し
、
各
方
面
に
お

け
る
受
け
入
れ
拡
大
論
の
中
身
と
そ
の

論
拠
な
ど
を
精
査
し
た
う
え
で
、「
も

の
づ
く
り
現
場
の
技
能
者
と
し
て
外
国

人
労
働
者
を
受
け
入
れ
る
と
い
う
考
え

方
に
つ
い
て
は
、
認
め
る
こ
と
は
で
き

な
い
」
と
の
立
場
に
立
っ
て
考
え
方
を

整
理
し
、
対
政
府
要
請
な
ど
を
展
開
し

て
き
ま
し
た
。

◆
外
国
人
労
働
者
は
２
０
０
５

年
度
に
約
90
万
人

わ
が
国
に
在
留
す
る
外
国
人
登
録
者

外
国
人
研
修
・
技
能
実
習
制
度
の
具
体

的
な
改
革
に
つい
て
の
金
属
労
協
の
提
案

〜
高
ま
る
外
国
人
労
働
者
受
け
入
れ
拡
大
圧
力

J a p an

●
金
属
労
協
政
策
局
部
長
　
浅
井
茂
利
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日
系
人
は
、
も
と
も
と
日
系
一
世
、

二
世
に
つ
い
て
在
留
が
認
め
ら
れ
て
い

た
の
に
加
え
、
１
９
９
０
年
に
日
系
三

世
に
「
定
住
者
」
の
資
格
が
認
め
ら
れ

た
も
の
で
す
。
わ
が
国
は
、
世
界
中
ど

こ
で
生
ま
れ
て
も
日
本
人
の
子
ど
も
は

日
本
人
と
い
う
「
属
人
主
義
」
を
採
用

し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
と
の
関
連
で
な

じ
み
や
す
い
制
度
と
い
え
ま
す
。
２
０

０
５
年
度
に
27
万
人
が
働
い
て
お
り
、

業
種
な
ど
の
就
労
制
限
は
あ
り
ま
せ

ん
。日

系
人
の
ほ
と
ん
ど
は
、
派
遣
・
請

負
会
社
を
通
じ
、
製
造
業
大
企
業
の
下

請
等
で
就
労
し
て
お
り
、
非
典
型
雇
用

に
か
か
わ
る
問
題
点
、
た
と
え
ば
正
社

員
と
の
賃
金
・
処
遇
格
差
な
ど
に
つ
い

て
は
、
日
本
人
の
非
典
型
雇
用
と
同
様

の
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
が
、
一
方
で
、

非
典
型
雇
用
の
労
働
市
場
と
い
う
こ
と

に
限
っ
て
見
れ
ば
、
日
本
人
と
の
区
別

は
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
の
見
方
も

あ
り
ま
す
。

問
題
点
と
し
て
は
、
不
十
分
な
日
本

語
能
力
か
ら
く
る
地
域
社
会
と
の
摩

擦
、
子
ど
も
の
教
育
環
境
な
ど
支
援
体

制
の
遅
れ
、
犯
罪
に
走
る
も
の
が
あ
る

こ
と
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
来

日
直
後
は
熱
心
に
勤
務
し
、
母
国
に
送

金
を
す
る
け
れ
ど
も
、
在
留
が
長
く
な

る
と
母
国
と
の
関
係
が
疎
遠
に
な
り
、

有
利
な
条
件
を
求
め
て
転
々
と
し
始
め

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
入
国
当
初
は

長
期
滞
在
を
念
頭
に
お
い
て
い
な
い
た

め
、
子
ど
も
の
日
本
語
教
育
に
積
極
的

で
な
く
、
一
方
、
母
国
語
の
教
育
も
行

き
届
か
ず
、
日
本
語
も
母
国
語
も
不
十

分
な
子
ど
も
が
少
な
く
な
い
と
言
わ
れ

て
お
り
、
こ
れ
が
ま
た
帰
国
で
き
な
い

理
由
に
な
っ
て
い
ま
す
。

③
留
学
生
・
就
学
生

留
学
生
は
大
学
に
通
っ
て
い
る
人
、

就
学
生
は
日
本
語
学
校
な
ど
に
通
っ
て

い
る
人
で
、
両
方
で
16
万
人
が
在
留
し

て
い
ま
す
。
原
則
と
し
て
就
労
は
で
き

ま
せ
ん
が
、
資
格
外
活
動
の
許
可
を
受

け
た
場
合
は
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
が
で
き

ま
す
。
許
可
件
数
は
約
10
万
人
で
、
多

く
は
小
売
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
で
働
き
、

一
部
が
製
造
業
中
小
企
業
で
就
労
し
て

い
る
も
の
と
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

留
学
生
・
就
学
生
に
つ
い
て
は
、
受

金属労協要求（2006年12月まとめ） 経産省研究会 厚労省研究会 
経済財政諮問会議 
労働市場改革 
専門調査会 

団体監理型に５％ルール適用 × 
－ 

－ 

○ 
－ 
－ 
－ 
○ 
○ 
◎ 
× 

－ 

△ 
△ 

－ 

○ 
○ 
◎ 
◎ 
○ 
◎ 
◎ 
◎ 

－ 
－ 

－ 

○ 
－ 
◎ 
△ 
○ 
◎ 
◎ 
○ 

－ 

団体監理型では、技能実習に移行できない職種・作業は研修を認めない 

団体監理型で研修生・技能実習生が自らの意思で受け入れ先を変更でき 
るシステム構築 
JITCO駐在事務所拡充、チェック体制強化 
受け入れ企業の生活指導員、研修指導員を専任に 
研修生が実務研修に入った場合には労働法適用 
日本人と同等賃金水準実効確保の具体的対策 
技能実習終了時の技能検定３級受検義務づけ、実績公表 
不正を行った受け入れ企業・団体の受け入れ禁止期間を５年間に 
技能実習期間の延長はしない 
再来日・再研修・再技能実習は企業単独型のみ 
国内免許について送り出し国でも通用するよう働きかけ。研修生・技能 
実習生に取得の道 － 

● 外国人研修・技能実習制度見直し提案における金属労協要求の反映状況 ●

◎は反映、○は一部反映、△は今後検討課題、－は前進なし、×は逆行。
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け
入
れ
を
促
進
し
た
り
、
逆
に
制
限
し

た
り
、
政
府
が
腰
の
定
ま
ら
な
い
政
策

を
進
め
て
き
ま
し
た
。
最
近
で
は
入
国

に
際
し
、
勉
学
意
思
・
能
力
、
経
費
支

弁
能
力
な
ど
の
審
査
を
厳
し
く
し
て
い

ま
す
。

④
不
法
滞
在
者

外
国
人
不
法
滞
在
者
は
、
２
０
０
５

年
度
で
19
万
人
と
推
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
観
光
目
的
で
入
国
し
た
者
が
そ
の

ま
ま
残
留
し
た
り
、
あ
る
い
は
他
の
資

格
で
入
国
し
、
失
踪
し
て
い
る
者
な
ど

が
想
定
さ
れ
ま
す
。
専
門
的
・
技
術
的

分
野
の
「
興
業
」
の
資
格
で
入
国
し
た

ダ
ン
サ
ー
の
失
踪
が
多
く
あ
り
ま
し
た

が
、
制
度
見
直
し
が
行
わ
れ
、
不
法
滞

在
者
全
体
も
や
や
減
少
し
て
い
ま
す
。

な
お
２
０
０
７
年
10
月
１
日
か
ら
、

外
国
人
労
働
者
の
雇
い
入
れ
、
離
職
の

際
、
氏
名
、
在
留
資
格
、
在
留
期
限
、

国
籍
な
ど
を
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
届
け
る

こ
と
が
、
事
業
主
に
対
し
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

◆
金
属
労
協
関
係
の
職
場
に
お

け
る
状
況

金
属
産
業
に
お
い
て
も
、
外
国
人
労

働
者
は
全
体
と
し
て
幅
広
く
存
在
・
定

着
し
、
戦
力
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
個
別

企
業
で
は
、
も
の
づ
く
り
現
場
の
50
％

を
超
え
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
が
、
外

国
人
労
働
者
は
非
典
型
雇
用
で
働
い
て

い
る
た
め
、
そ
の
増
加
は
技
能
の
継
承

を
危
う
く
す
る
と
い
う
問
題
に
も
つ
な

が
っ
て
お
り
、
現
場
で
は
こ
れ
以
上
増

や
し
た
く
な
い
、
と
い
う
声
も
あ
り
ま

す
。ま

た
、
日
系
人
な
ど
に
つ
い
て
は
、

請
負
で
働
い
て
い
る
場
合
が
多
く
、
請

負
の
増
加
は
現
場
の
力
を
弱
め
る
方
向

に
働
い
て
い
ま
す
。
正
社
員
が
現
場
の

経
験
を
積
む
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
た
現

場
で
日
常
的
な
指
導
が
で
き
な
い
た

め
、
職
場
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
き
て

い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

◆
法
務
大
臣
に
よ
る
短
期
外
国

人
就
労
制
度
の
提
案
は
頓
挫

こ
う
し
た
な
か
、
慢
性
的
と
も
言
え

る
も
の
づ
く
り
産
業
の
製
造
現
場
に
お

け
る
労
働
力
不
足
を
解
消
す
る
た
め
、

外
国
人
労
働
者
の
受
け
入
れ
拡
大
を
主

張
す
る
声
が
高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

２
０
０
７
年
５
月
、
長
勢
法
務
大
臣

（
当
時
）
は
、
外
国
人
技
能
実
習
制
度

の
廃
止
と
「
短
期
外
国
人
就
労
制
度
」

創
設
を
提
案
し
ま
し
た
。「
短
期
外
国

人
就
労
制
度
」
は
、
業
種
や
職
種
、
技

能
能
力
な
ど
に
関
係
な
く
、
外
国
人
労

働
者
を
就
労
期
間
３
年
で
受
け
入
れ
る

と
い
う
も
の
で
す
。
外
国
人
研
修
・
技

能
実
習
制
度
に
お
い
て
、
多
く
の
問
題

事
例
が
発
生
し
て
い
る
な
か
で
、
そ
の

抜
本
的
な
解
消
を
め
ざ
し
た
も
の
で
は

甘
利
経
済
産
業
大
臣
に
外
国
人
労
働
者
問
題
で
要
請

（
２
０
０
７
年
６
月
15
日
）

長
瀬
法
務
大
臣
に
外
国
人
労
働
者
問
題
で
要
請

（
２
０
０
７
年
２
月
１
日
）
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あ
り
ま
し
た
が
、
金
属
労
協
で
は
、

＊
も
の
づ
く
り
現
場
の
技
術
・
技
能
の

継
承
・
育
成
が
一
層
困
難
に
な
る
。

＊
わ
が
国
の
低
生
産
性
分
野
に
お
け
る

産
業
の
高
度
化
を
阻
害
す
る
。

＊
日
本
の
格
差
社
会
を
さ
ら
に
拡
大
す

る
。

＊
外
国
人
労
働
者
の
帰
国
後
の
生
活
設

計
を
考
慮
し
て
お
ら
ず
、
日
本
の
身

勝
手
な
都
合
だ
け
で
あ
る
。

な
ど
の
観
点
か
ら
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を

発
行
し
、
甘
利
経
済
産
業
大
臣
に
対
し

て
直
接
、
要
請
活
動
を
行
う
な
ど
、
強

力
な
反
対
運
動
を
展
開
し
ま
し
た
。

（
詳
細
は
６
頁
参
照
）

結
局
、
業
種
や
職
種
、
技
能
能
力
な

ど
に
関
係
な
く
外
国
人
労
働
者
を
受
け

入
れ
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
国
民
的

合
意
形
成
を
図
る
こ
と
が
で
き
ず
、
短

期
外
国
人
就
労
制
度
の
提
案
は
と
り
あ

え
ず
頓
挫
す
る
状
況
と
な
っ
て
い
ま

す
。
当
面
は
外
国
人
研
修
・
技
能
実
習

制
度
の
見
直
し
が
焦
点
と
な
っ
て
い
ま

す
。

◆
現
行
制
度
の
概
要

外
国
人
研
修
・
技
能
実
習
制
度
は
、

わ
が
国
の
技
術
・
技
能
を
発
展
途
上
国

に
移
転
し
、「
人
づ
く
り
」
に
寄
与
す

る
制
度
と
い
う
建
前
に
は
な
っ
て
い
ま

す
が
、
バ
ブ
ル
経
済
の
真
只
中
、
製
造

業
の
人
手
不
足
が
深
刻
な
中
で
、「
外

国
人
労
働
者
受
入
れ
の
在
り
方
」
と
し

て
、
提
案
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
現
実

に
は
、
外
国
人
労
働
者
を
導
入
す
る
た

め
に
設
け
ら
れ
た
制
度
と
い
え
ま
す
。

典
型
的
な
パ
タ
ー
ン
と
し
て
は
、
４
カ

月
の
座
学
、
８
カ
月
の
実
務
研
修
、
そ

の
後
、
評
価
制
度
が
整
備
さ
れ
て
い
る

職
種
・
作
業
に
つ
い
て
は
、
２
年
間
の

技
能
実
習
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

２
０
０
５
年
度
に
13
万
人
の
外
国
人
研

修
生
・
技
能
実
習
生
が
在
留
し
て
い
ま

す
。外

国
人
研
修
・
技
能
実
習
制
度
に

は
、
企
業
単
独
型
と
団
体
監
理
型
と
が

あ
り
、
企
業
単
独
型
は
受
け
入
れ
よ
う

と
す
る
企
業
の
海
外
現
地
法
人
、
合
弁

企
業
、
取
引
先
な
ど
の
従
業
員
が
対
象

で
、
受
け
入
れ
企
業
の
常
勤
職
員
20
名

に
１
名
の
研
修
生
を
受
け
入
れ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。（
５
％
ル
ー
ル
）

一
方
、
団
体
監
理
型
は
、
商
工
会
議

所
、
商
工
会
、
職
業
訓
練
法
人
、
農
協

な
ど
の
団
体
が
受
け
入
れ
を
行
い
、
座

学
を
行
っ
て
の
ち
、
会
員
の
中
小
企
業

な
ど
に
実
務
研
修
・
技
能
実
習
を
行
わ

せ
る
も
の
で
す
。
実
務
研
修
を
行
う
中

小
企
業
の
受
け
入
れ
人
数
枠
は
、
企
業

規
模
な
ど
に
よ
り
異
な
り
ま
す
が
、

５
％
ル
ー
ル
よ
り
も
緩
い
基
準
と
な
っ

て
お
り
、
常
勤
職
員
が
50
名
以
下
の
企

業
で
も
、
３
名
は
受
け
入
れ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

研
修
生
は
労
働
者
で
は
な
く
、
食
費
、

衣
料
費
な
ど
生
活
に
要
す
る
実
費
と
し

て
、
研
修
手
当
が
支
払
わ
れ
ま
す
。
研

外
国
人
研
修
・
技
能
実
習
制
度
の
見
直
し
に
向
け
て

日
本
語
研
修
の
様
子
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修
手
当
の
金
額
は
、
２
０
０
５
年
の
調

査
で
月
額
平
均
６
・
６
万
円
で
す
。
な

お
、
研
修
生
の
渡
航
費
、
住
居
費
、
研

修
実
施
費
用
、
保
険
料
な
ど
は
、
受
け

入
れ
企
業
が
負
担
し
ま
す
。
労
災
や
社

会
保
険
の
対
象
と
な
ら
な
い
た
め
、
民

間
保
険
へ
の
加
入
が
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

研
修
の
６
分
の
５
程
度
、
１
年
間
な

ら
ば
10
カ
月
程
度
が
経
過
し
た
段
階

で
、
評
価
制
度
の
定
め
ら
れ
て
い
る
62

職
種
・
１
１
４
作
業
に
つ
い
て
は
、

個
々
の
研
修
生
が
一
定
水
準
（
技
能
検

定
基
礎
２
級
相
当
）
以
上
の
技
術
・
技

能
を
修
得
し
て
い
る
か
ど
う
か
評
価
を

行
い
、
そ
の
後
、
技
能
実
習
に
移
行
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

技
能
実
習
生
は
労
働
者
で
あ
り
、
労

働
の
対
価
と
し
て
賃
金
が
支
払
わ
れ
、

労
働
基
準
法
な
ど
の
適
用
を
受
け
ま

す
。
社
会
保
険
、
労
働
保
険
に
も
加
入

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
賃
金
水
準

は
、「
日
本
人
従
業
員
と
同
等
以
上
」

と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
現
実
に
は
、

多
く
が
最
低
賃
金
法
に
よ
り
算
出
さ
れ

て
い
ま
す
。
賃
金
水
準
は
２
０
０
５
年

度
の
調
査
で
月
額
平
均
11
・
８
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

◆
外
国
人
研
修
・
技
能
実
習
制

度
に
お
け
る
様
々
な
問
題
の
発

生
外
国
人
研
修
・
技
能
実
習
制
度
は
当

初
よ
り
多
く
の
問
題
を
抱
え
て
お
り
、

人
権
侵
害
、
労
働
法
令
違
反
、
過
酷
な

仕
事
内
容
、
劣
悪
な
職
場
環
境
、
失
踪

な
ど
と
い
っ
た
事
例
が
見
ら
れ
ま
す
。

研
修
生
の
失
踪
者
数
は
、
法
務
省
の

デ
ー
タ
で
２
０
０
５
年
に
６
５
２
人
と

な
っ
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ｉ
Ｔ
Ｃ
Ｏ
（
国
際

研
修
協
力
機
構
）
に
よ
れ
ば
、
技
能
実

習
生
の
失
踪
者
数
は
、
２
０
０
５
年
度

１
４
５
６
名
に
達
し
て
お
り
、
こ
れ
ま

で
の
累
計
で
、
技
能
実
習
生
の
４
％
が

失
踪
し
て
い
る
計
算
に
な
り
ま
す
。

ま
た
２
０
０
５
年
度
に
は
23
名
の
方

が
突
然
亡
く
な
ら
れ
て
お
り
、
内
訳
は

自
殺
１
名
、
殺
人
１
名
、
研
修
・
実
習

中
の
事
故
が
４
名
、
病
気
６
名
、
交
通

事
故
、
不
審
死
、
そ
の
他
が
11
名
と
な

っ
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、

＊
パ
ス
ポ
ー
ト
、
預
金
通
帳
な
ど
を
会

社
が
強
制
保
管
。

＊
来
日
後
、
研
修
す
る
職
種
・
作
業
が

変
え
ら
れ
て
し
ま
う
。

＊
研
修
生
の
派
遣
。

＊
研
修
手
当
や
賃
金
の
未
払
い
。

＊
違
法
な
天
引
き
。

＊
禁
止
さ
れ
て
い
る
研
修
中
の
残
業
の

代
わ
り
に
「
内
職
」
を
さ
せ
る
。

＊
き
わ
め
て
低
い
残
業
代
、
内
職
代
。

残
業
、
内
職
を
拒
否
す
る
と
、
高
額

な
罰
金
。

＊
帰
国
の
脅
迫
。

＊
長
時
間
研
修
、
長
時
間
労
働
。

＊
各
種
保
険
の
未
加
入
。

＊
賭
博
の
強
要
。

＊
安
全
衛
生
管
理
の
欠
如
。

＊
不
法
就
労
者
の
混
在
。

と
い
っ
た
人
権
侵
害
や
法
令
、
ル
ー
ル

違
反
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
事
例

が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
不
正
行
為
を

行
っ
た
企
業
は
、
３
年
間
の
新
規
受
け

入
れ
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
が
、
そ
れ

で
も
後
を
絶
た
ず
、
日
本
経
団
連
で
す

ら
、「
こ
の
ま
ま
放
置
す
れ
ば
日
本
の

信
用
に
係
わ
る
重
大
な
問
題
」
と
指
摘

し
て
い
ま
す
。
２
０
０
５
年
の
不
正
行

為
認
定
件
数
は
、
企
業
単
独
型
５
件
に

対
し
、
団
体
監
理
型
は
１
７
５
件
と
な

っ
て
い
ま
す
。

◆
厚
労
省
、
経
産
省
な
ど
の
見

直
し
案

外
国
人
研
修
・
技
能
実
習
制
度
に
つ

い
て
は
、
経
済
産
業
省
と
厚
生
労
働
省

の
両
省
が
、
異
な
る
改
革
案
を
そ
れ
ぞ

れ
提
案
し
て
い
ま
す
。
と
く
に
焦
点
と

な
っ
て
い
る
の
は
ふ
た
つ
の
点
で
、

＊
現
状
で
は
労
働
者
と
し
て
の
法
の
保
　

護
を
受
け
な
い
た
め
に
、
と
く
に
人
　

権
侵
害
な
ど
が
起
こ
り
や
す
い
研
修

生
、
す
な
わ
ち
１
年
目
に
つ
い
て
、

労
働
法
を
適
用
さ
せ
る
か
ど
う
か
。

＊
さ
ら
に
高
度
な
技
能
を
身
に
つ
け
る

た
め
、
再
入
国
・
再
実
習
を
認
め
る

場
合
、
企
業
単
独
型
だ
け
で
な
く
、

悪
質
な
事
例
が
多
く
発
生
し
て
い
る

団
体
監
理
型
に
も
認
め
る
か
ど
う

か
。

と
い
う
こ
と
で
す
。

経
済
産
業
省
案
で
は
、

＊
最
初
の
１
年
目
は
現
行
ど
お
り
と
し

て
、
基
本
的
に
は
、
引
き
続
き
労
働

法
の
対
象
と
し
な
い
。
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特特集集＝＝外外国国人人労労働働者者のの受受入入れれ問問題題をを考考ええるる

＊
優
良
で
効
果
的
な
技
能
実
習
を
実
施

し
て
い
る
企
業
に
つ
い
て
は
、
団
体

監
理
型
で
も
、
一
旦
帰
国
後
の
再
入

国
・
再
実
習
を
認
め
る
。

と
い
う
も
の
で
す
。
一
方
、
厚
生
労
働

省
の
提
案
は
、

＊
外
国
人
研
修
・
技
能
実
習
制
度
は
、

研
修
１
年
と
技
能
実
習
２
年
を
統
合

し
、
最
初
か
ら
雇
用
関
係
の
下
で
の

３
年
間
の
技
能
実
習
と
し
、
労
働
関

係
法
令
を
適
用
さ
せ
る
。

＊
企
業
単
独
型
に
限
り
、
個
別
審
査
に

よ
り
必
要
性
が
認
め
ら
れ
た
場
合
、

２
年
間
に
限
定
し
た
再
入
国
に
よ
る

再
技
能
実
習
を
認
め
る
。

＊
研
修
生
・
技
能
実
習
生
の
数
が
日
本

人
従
業
員
を
大
き
く
上
回
り
、
適
正

な
実
習
が
困
難
な
状
況
も
見
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
受
け
入
れ
人
数
の
あ
り

方
を
今
後
検
討
す
る
。

な
ど
を
内
容
と
す
る
も
の
で
す
。

経
済
産
業
省
の
案
は
、
再
実
習
が
可

能
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
い
わ
ば
「
え

さ
」
に
し
て
、
優
良
な
受
け
入
れ
企
業

を
増
や
そ
う
と
い
う
発
想
で
す
が
、
現

実
に
は
、
状
況
の
改
善
が
進
ま
ず
、
た

だ
受
け
入
れ
枠
が
拡
大
し
た
だ
け
と
い

う
結
果
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

経
済
財
政
諮
問
会
議
の
労
働
市
場
改

革
専
門
調
査
会
で
は
、
実
務
研
修
に
つ

い
て
は
労
働
法
を
適
用
、
再
入
国
・
再

実
習
に
つ
い
て
は
企
業
単
独
型
を
基
本

に
、
将
来
的
に
団
体
監
理
型
に
も
認
め

る
と
い
う
、
両
省
の
折
衷
案
を
示
し
て

い
ま
す
。

◆
金
属
労
協
の
考
え
方

金
属
労
協
と
し
て
は
、
ま
ず
何
と
い

っ
て
も
研
修
生
・
技
能
実
習
生
の
数
が

日
本
人
従
業
員
を
大
き
く
上
回
り
、
適

正
に
指
導
で
き
る
体
制
が
確
保
さ
れ
て

い
な
い
事
例
が
見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と

か
ら
、
外
国
人
研
修
生
・
技
能
実
習
生

の
受
け
入
れ
人
数
枠
を
、
企
業
単
独
型

だ
け
で
な
く
団
体
監
理
型
も
５
％
ル
ー

ル
を
基
本
と
す
る
よ
う
求
め
て
い
ま

す
。
な
お
、
厚
労
省
案
の
よ
う
に
最
初

か
ら
技
能
実
習
生
と
す
る
場
合
で
も
、

常
勤
職
員
20
名
に
研
修
生
１
名
と
い
う

５
％
ル
ー
ル
に
ほ
ぼ
見
合
っ
た
制
限
を

設
け
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

そ
し
て
、
現
行
制
度
で
の
研
修
生
に

つ
い
て
も
、
と
り
わ
け
実
務
研
修
に
入

っ
た
場
合
に
は
、
労
働
者
と
し
て
位
置

づ
け
、
労
働
法
の
適
用
対
象
と
す
る
こ

と
が
重
要
で
す
。

ま
た
、
問
題
事
例
が
集
中
し
て
い
る

団
体
監
理
型
に
つ
い
て
は
、

＊
技
能
実
習
に
移
行
で
き
な
い
職
種
・

作
業
に
つ
い
て
は
研
修
を
認
め
な

い
。

＊
研
修
生
・
技
能
実
習
生
が
自
ら
の
意

思
で
受
け
入
れ
先
を
変
更
で
き
る
シ

ス
テ
ム
を
構
築
す
る
。

こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

焦
点
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
る
再
入

国
・
再
実
習
に
つ
い
て
は
、
企
業
単
独

型
で
は
母
国
で
の
い
っ
た
ん
帰
国
後
の

業
務
・
職
種
が
確
認
可
能
で
あ
る
の
に

対
し
、
団
体
監
理
型
で
は
困
難
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
再
入
国
・
再
実
習
は
企
業

単
独
型
の
み
に
認
め
る
こ
と
と
し
、
団

体
監
理
型
に
つ
い
て
は
、
制
度
適
正
化

に
向
け
た
諸
施
策
の
実
現
状
況
、
そ
の

成
果
な
ど
を
検
証
し
た
う
え
で
、
改
め

て
再
検
討
す
べ
き
、
と
主
張
し
て
い
ま

す
。そ

の
ほ
か
、

＊
Ｊ
Ｉ
Ｔ
Ｃ
Ｏ
の
地
方
駐
在
事
務
所
を

拡
充
し
、
チ
ェ
ッ
ク
体
制
を
強
化
す

る
。

＊
団
体
監
理
型
も
含
め
、
受
け
入
れ
企

業
の
生
活
指
導
員
、
研
修
指
導
員
を

専
任
と
す
る
。

＊
日
本
人
従
業
員
と
同
等
の
賃
金
水
準

が
実
効
的
に
確
保
さ
れ
る
よ
う
、
具

体
的
な
制
度
を
確
立
す
る
。

＊
技
能
実
習
終
了
時
の
技
能
検
定
３
級

受
検
を
義
務
づ
け
、
企
業
ご
と
に
結

果
を
公
表
す
る
。

＊
不
正
行
為
を
行
っ
た
受
け
入
れ
企

業
・
団
体
の
受
け
入
れ
禁
止
期
間
を

５
年
に
延
長
す
る
。

＊
国
内
免
許
が
送
り
出
し
国
で
も
通
用

す
る
よ
う
、
政
府
と
し
て
働
き
か
け

を
行
い
、
研
修
生
・
技
能
実
習
生
に

取
得
の
道
を
開
く
。

こ
と
な
ど
を
主
張
し
て
い
ま
す
。

外
国
人
研
修
・
技
能
実
習
制
度
は
、

２
０
０
９
年
通
常
国
会
で
の
法
改
正
に

向
け
、
議
論
が
行
わ
れ
て
い
き
ま
す
が
、

金
属
労
協
と
し
て
も
状
況
を
注
視
し
、

重
要
な
局
面
で
的
確
な
対
応
を
図
っ
て

い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。


